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考える。

（本研究は第 22回日本エイズ学会学術集会に

て報告した。）
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1 はじめに

大阪府保健所ではHIV検査相談・啓発事業・

陽性者への支援の3本柱で事業を進めており、

今回は、吹田保健所の啓発事業の取り組みとし

て (1) 関西大学での HIV/AIDSキャンペーン

(2)学校教育支援について報告する。

2. HIV/AIDS啓発活動への取り組み

(1)関西大学での HIV/AIDS啓発活動

経過

［きっかけ］

平成 12年に、吹田保健所から、以前より結

核接触者健診等で連携のあった関西大学の

保健管理センターに対して、「大学生を対象とし

たHIV啓発と禁煙啓発とを開催したい」と働き

かけた。その結果、保健管理センターの協力

を得ることが出来、大学生を対象に世界エイズ

デーに合わせて、「HIV/AIDS啓発キャンペーン」

を保健所と大学の共催という形で開催した。当

初、保健所は企画調整課と地域保健課の合

術集会総会抄録集： 2005 

4)永井英明： 長期療養が必要な HIV感染

者の施設・ 病院での受け入れについての検言寸

第 20回日本エイズ学会学術集会総会抄録

集，2006

同で参加し、禁煙啓発も同時に実施した。この

企画は、平成16年度まで継続して実施できた。

［学生の参加］

平成 15年度には、大学の保健管理センター

から学生に呼びかけを行い、学生ボランティア

の協力が得られるようになった。大学の学生課

も共催機関に加わり、キャンペーンを学園祭と

同時に開催した。それまでの保健所事業とい

う雰囲気から、大学も共同し、啓発事業に取り

組む形になった。平成 16年度は、学生ボラン

ティア対象に事前に保健所からオリエンテーショ

ンを実施し、キャンペーンの意義や目的、実際

のプログラム内容を理解してもらい、スタッフとと

もに進行に携わってもらった。

［学生の運営開始］

平成 17年度に学内の学生生活課にボランティ

アセンターが設置されたのを機会に、保健所か

らHIV/AIDS啓発ボランティアを募集したところ、

「Colors」というサークルが趣旨に賛同し参加す
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るようになった。このサークルメンバーに、ピア・

リーダーとして積極的に参加してもらう意図で、

事前に、保健所から HIV/AIDS啓発教育を実

施し、その後も情報提供やメール連絡を密に実

施した。平成 17年度はこのメンバーが中心とな

り、学園祭の場で、主体的に HIV/AIDSキャン

ペーンを運営し、保健所は「Colors」を支援す

るという役割に徹した。

平成 18年度は、同じサークルメンバーが引き

続き、学園祭とは別の日時に HIV/AIDS単独

のキャンペーンを企画し、学生が主体的に運営

した。サークルとして当日の臨時スタッフを募集

し、 12名が集まった。サークルメンバーは 2年

目ということもあり、保健所からの啓発教育や情

報提供等を通じて、意識や意欲も高まり、「HIV

人権情報センター」や「MASH大阪」へ出かけ、

主体的に情報収集や協力を得て、企画を充実

し実施した。

さらに、保健所が後援していた地域での HIV/

AIDSの啓発映画上映会時にもサークルは協力

し、 HIV/AIDS啓発ブースを設置するなど保健

所と共催で実施した。この活動は学生にとって

地域の方々の反応を肌で感じる機会となり、今

後も地域での活動をしたいと積極的な声があっ

た。

［ピア・リーダーとしての活動の場の広がり］

平成 19年度は、大学側が、サークルメンバー

に、春に HIV/AIDSキャンペーン実施の要請を

し、昨年の主要メンバーは卒業していたが、後

輩が引継ぎ、昨年と同じような形で実施し、 6月

(1日間のみ）と 12月に 2回実施した。毎回約

300人の参加があった。

を行った。中学生は、少し先輩の大学生から

生の声で HIV/AIDSボランティアに携わってき

た経過や想いを聞けて身近な問題に感じたよう

であった。学生ボランティアは初めての体験だっ

たが、『直接、反応が見えてやりがいのある活

動と感じた』とのことだった。

〔キャンペーンの活動内容〕

表1のとおりである。

［まとめ〕

学生ボランティア達はいろいろなものへ関心が

高く、やりたいことが数多い中で HIV/AIDSキャ

ンペーン活動は毎年引きついでいる。この取り

組みを通じて『ボランティアとして参加すること

で印V/AIDSについて学ぶ機会になった。こ

のような機会があればまた参加したい』などボラ

ンティア自身も HIV/AIDSについて学び、意識

や行動が変化していくのが感じられる。学生の

ピア活動は、学生時代だけの活動で終わること

が多く、その学生が卒業すると途切れることが

ある。また、メンバー内の個人の意思・意欲に

影響されることが多い。無理なく継続できるよう

な支援が大切である。保健所として配慮したこと

は以下の3点である。

①大学の HIV啓発担当保健師を 2人にし、学

生に合わせて密な連絡調整を行う。

②キャンペーンの事前啓発教育の実施や情報

提供を通じて、学生が無理なくできるように配

慮、啓発方法の工夫などの助言をする。

③キャンペーン後反省会で評価、次回に向けて

の意思統ーを図る。

(2)管内高校へのはたらきかけ

〔経過〕

吹田保健所においては、ここ数年、同じ高校また、学内キャンペーン開催だけでなく、管内

中学校での HIV/AIDS

授業で、自分たちの活動

について報告する機会を

設定できた。中学校で、

まず保健師が HIV/AIDS

教育し、その後、サーク

ルメンバー 3人が、活動

を通じて感じていることや

中学生へのメッセージな

ど、中学生を対象に発表

表1 キャンペーンの活動内容

----- 内 容 ボフンプイアの役割 保建所の役割

事前準備 0打ち合わせ（キャンペーンの方針、内容、 ・具体的な内容の決定。 ・HIV/AIDS健康教育や最新
予定を立て、お互いの役割を確認する） ・テーマやキャッチフレー 情報の提供を通じてメンバー
0メンバー内での連絡会議 ズ、内容に関する提案 の知滋や慈品を深める。
0キャンペーンのピーアール ．梢報収集 ・キャンペーン内容方法に関

・メンパー内の役割分担 す貸る助言、啓発物品の提供や
・当日スタッフの窮媒 しII'し

当日 〇準備 ピフ配布して人集め ・場所の設定 ・当日の運常の支援・ 応援
0キャンペーン実施 ・メンバー約 20名で各
スタンプラリー AIDSクイズ・コンドーム コーナーを分担し、実施し

ワーク・レッドリボン作成・メッセージ作 ていく

成
ビデオ上映
展示 パネル・デザインコンドーム・
メッセージキルト

事後 〇反省会 ．感想等の集約 ・継続への助言
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から HIV/AIDS教育の講師依頼があるのみで、

それも講演会の単発開催であり、学校内での

継続性がみられなかった。また、 HIV/AIDS授

業に関する相談等も少なく、学校現場との連携

は出来ていない状況であった。

そこで、吹田保健所では、管内高校での

HIV/AIDS教育の状況を把握し、学校で授業

が主体的、計画的、継続的に行われるように

支援する目的で管内高校 8校を対象に郵送ア

ンケートを実施し、返送があった高校へ訪問し、

実際に教育を担当している先生と教育の場での

生徒の反応、学校内全体の取り組み状況等を

聞く機会とした。

〔アンケート結果と訪問結果〕

表2のとおりである。

アンケートの結果、 HIV/AIDS教育の状況と

課題、保健所への要望等について把握でき、

今後の保健所の役割が明確にできた。

学校内で HIV/AIDS授業は保健体育・家庭科

等で7校中6校が実施されていた。保健所への

要望は、『情報提供』が一番多かった。その

後、このアンケート調査を機会に5校を訪問し、

要望の多かった最新情報、現在の日本の HIV/

AIDSや性感染症の現状や教育の重要性を伝

え、必要時、パンフレットや教材を提供した。

〔まとめ〕

アンケートと学校訪問を通じて学校現場と保

健所の連携が出来つつある。

学校訪問をすることで、各学校はそれぞれの

課題を抱えており、なかなか HIV/AIDSだけに

力を入れるわけにはいかないなど実情を訴えら

れることもあった。また、私立高校連合から生

活指導担当教諭対象の講義の依頼、数か所

の学校から教育教材の提供や情報提供依頼、

授業の組み立てについての相談など反響があ

り、保健所の学校訪問が、授業を継続していく

力になったと思える。

今年も昨年に引き続き、 2回目の学校訪問を

し、最新情報を提供している。その中で昨年

初めて養護教諭が HIV/AIDS教育を実施した

学校では、『養護教諭が実施したことは身近で

その後の相談等にも繋がっている、学生の反応

が良かった』と他教師から評価されていた。また、

授業後、学生ヘアンケートを実施し、授業評価

をし、学校内の教育のステップアップを図ってい

た。

3. おわりに

関西大学では、学生ボランティアのキャンペー

ン活動が、先輩から後輩へと引き継がれ、継

続した活動として定着している。保健所は、学

生のピア・リーダーとしての自主活動を尊重し、

今後も継続、発展していけるよう支援していく予

定である。また、学校との連携を深め、ピア・

エデュケーション活動や地域での HIV/AIDS啓

発活動、さらに卒業後のボランティア活動など、

機会を設けて学生たちのピア・リーダーとしての

活動を広げられるような支援を継続していきたい

と考えている。

今後も、学校との連携を通じて、学校が学校

教育の中で『 HIV/AIDS、性の健康について』

主体的に継続して取り組めるように支援していき

たし‘。

表2 アンケート結果と訪問結果

＼ 返送 学校
授業での

あり 訪問
教育実施 困っていること 保健所への要望
あり

公立 5校 4校 3校 3校 0授業時間の確保 0最新情報提供
0生徒に身近な問題と 0教材・資料の提供

私立3校 3校 2校 3校 認識してもらえない 0保健所職員の講師としての協力
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